
補聴器の種類 主な形状・構造 対応する
難聴の程度 特徴・メリット 注意点・デメリット

耳かけ型
（BTE型）

本体を耳の後ろに装着し、
チューブで音を外耳道に伝える

軽度～
高度難聴

• 操作がしやすい
• 電池寿命が長い
• 幅広い難聴に対応可能

• サイズが大きく目立ちや
すい

耳かけ型
（RIC型）

本体を耳の後ろに装着し、レ
シーバー（スピーカー）を耳の
中に配置

軽度～
高度難聴

• BTE型同様に扱いやすく、
音質が自然になりやすい

• サイズが大きく視認性が
高い

耳あな型
（オーダーメイド）

耳の穴にすっぽり収まるコンパ
クトな補聴器。個人の耳型に合
わせて作成。

軽度～
中等度難聴

• 目立ちにくい
• オーダーメイドで装着感
が良い（個人差あり）

• 重度難聴には非対応の場
合あり

• バッテリー容量や増幅能
力に制限がある

ポケット型 本体をポケットに入れ、コード
でイヤホンと接続

中等度～
重度難聴

• 操作が簡単
• 高出力モデルが多く、重
度難聴にも対応

• 価格が比較的安価

• コードの取扱いに注意が
必要

• 衣擦れによるノイズが発
生することがある

補聴器の種類と特徴

日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 補聴器を使って快聴ライフ! 
「使い始めるタイミングから選び方まで」などを参考に作成
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